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 先日、「前田建設ファンタジー営業部」という映画を見ました。ウェブ上でマジンガーZの格納庫を作ろう

と奮闘する建設会社の人々のお話です。最初はだれからも理解されなかったのですが、熱心に真剣に取り組

んでいるうちに、本物のダムやトンネルを建設している人々が、他の会社の人々が、みんなが本気で協力して

いきます。一つのことに真剣に取り組むことの楽しさと、あきらめないことの大切さ、周りの人に助けてもら

うことの喜び、そしてウェブの無限の可能性が描かれていました。 

 児童生徒のみなさんは、今年度どんなことに取り組んだでしょう。もし、うまくいかないことがあったな

ら、それはチャンスです。すぐにはうまくいかないかもしれない。自分だけでは進められないかもしれない。

でも、やってみよう。だから、助けてもらおう。みなさんにはウェブに負けない無限の可能性があります。 

         4月には新しい年が始まります。チャレンジすることを楽しんでください。私たち教員 

が全力で応援します。 

保護者のみなさま、病院関係者のみなさま、令和元年度も温かいご支援・ご協力ありがと 

うございました。子どもたちにより良い教育をおくることができるよう来年度も教職員一 

同進んでまいります。今後ともご支援ご協力よろしくお願いいたします。 

               校長 中村 昌子 

✿ 卒業・進級おめでとう ✿ 
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卒業生への言葉 

思い起こせば 1 年間いろんなことがあったね。体育祭や学習発表

会に向けて、みんなで一丸となって取り組みました。修学旅行も楽し

かったな～。雨の多い季節なのにすごくいい天気で、水族館や動物園

をたくさん歩いたね。ホテルの晩御飯をびっくりするほどお代わりし

て、炊飯ジャーが空っぽになりました。イベントも良かったけれど、

先生たちが思い出すのは、みんなと過ごしたなんでもない毎日です。

休み時間は短かったけれど、その 10 分間を全力で楽しもうとする

姿に先生たちは元気をもらっていました。たくさんの思い出、本当に

ありがとう。      大阪精神医療センター分教室 教職員一同 

 

【高等部卒業を迎えて】 

T さん、N さん、高等部卒業おめでとう。高等部の入

学式では二人とも静かでしたが、高三の二人は月日を重

ねるごとに自信がついて笑顔になり、会話が弾み、みん

なを盛り上げ、いつの間にか生徒たちをリードするよう

になりました。パソコン交流会で二人が協力して製作し

た T2インベーターで、みんなを楽しませてくれました。

卒業後も学校行事に顔を出して元気な姿を見せてくださ

い。二人の活躍を期待と共に応援をしております。          

本校教育部 教職員一同 

【小学部】 

Mさん、ご卒業おめでとうございます。 

小学部から本校に入学して、あっという間に６年がたちましたね。入学したときから新しい先生やお友だちに会うことをとても

楽しみにしていたときいています。今も笑顔いっぱい、楽しく授業をうけていますね。特に、運動会では自分の力で競技に参加し

ていた姿が印象的でした。日々自分でできることが増えていて私たち教員もとてもうれしいです。４月からは中学生ですね。新た

な成長を応援しています。 

【中学部】 

T さん、ご卒業おめでとうございます。いつも穏やかな表情で授業を待っていてくれましたね。二人の後輩を優しく見守りなが

ら、いろいろな課題に頑張って取り組みました。そして、とびきりの笑顔で私たちを幸せな気持ちにしてくれました。９年間の刀

根山支援学校でのたくさんの思い出は、私たちにとっても大切な宝物です。本当にありがとう！４月からは高校生ですね、新しい

出会いが待っています。いろいろな経験を楽しんでいってください。ずっと応援しています。     訪問教育部 教職員一同 
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訪問教育部 本校教育部 

  ☆卒業のことば 高等部 3年生☆ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆保護者から卒業生へのメッセージ 

 小学校卒業おめでとう。６年間あっという間でし

たね。もうすぐ、中学生だね。もう大人になったな

と、私たちは感動しております。これから、たくさ

んの経験をするでしょう。またいろいろなことにチ

ャレンジしていくことになります。いつも前に向か

っていってくれることを願っています。 

中学でもたくさんの友だちをつくってね。 

小学部Mさんの保護者 

☆保護者からのメッセージ☆ 

 初めは授業で体力がもたずに途中で眠ってしま

ったり、欠席も多かったのですが、今では下級生を

優しく見守っていると有難いお言葉を先生に頂い

ています。学校と先生が大好きで「今日は授業だよ」

と言うと、キョロキョロして先生を探していました。

アイデアと工夫いっぱいの授業は楽しそうです。 

先生方には感謝の気持ちでいっぱいです。本当に

ありがとうございました。 

中学部 Tさんの保護者 

☆☆☆ボバース記念病院☆☆☆ 

節分にむけて、オニのお面や豆まき用の入れ物を

作りました！ 

絵を描いたり、画用紙や毛糸、色とりどりのシー

ルを貼り付けたりして、みんなそれぞれに個性豊か

な作品を作りました！ 

○ 芸術鑑賞会（落語）○ 

1 月 15 日、落語家さんおふたりをお招きし、

落語の芸術鑑賞会を開きました。来ていただいた

落語家さんは、桂ちょうばさんと、森乃石松さん

です。落語は、道具として持つことができるのは

扇子と手ぬぐいだけということや、観客は場面を

想像して聞くというおもしろさを学ぶことができ

ました。また 5秒落語という非常に短い落語では、

“オチ”のあるおもしろいお話が次々と出てきて、

笑いがたえませんでした。数十分に及ぶ長い落語

も聞き、最後の“オチ”で、すべてがつながり、

長い落語をいくつも覚えておられることも知り、

大変驚きました。落語という日本の大切な文化芸

能に触れることができました。 

 

ＴＨ 学校での３年間はあっという間の出来事で

した。この場では言い切れないほどの思い出が出来

ました。そのたくさんの思い出の中からひとつだけ

話したいと思います。情報の授業ではスクラッチと

いうソフトを使い、【T2インベーダー】というゲー

ムを作りました。最初は僕たちの担任の先生をボス

キャラにしようとしていましたが、実写だと衝撃的

な怖さになり、自分でキャラを作りました。とても

いい経験になりました。LINE スタンプもつくりま

した。助言のおかげで自分の中ではいい出来に仕上

がりました。「モウヨー君」と検索してください。

できれば買ってください。僕の収入になります。僕

は今日、大好きな刀根山支援学校を卒業します。み

なさん今までありがとうございました。これからも

是非応援お願いします。 

 ＮＴ 学校に入学してからの６年間はあっという間

の出来事でした。学校生活では、語り切れないほど

の思い出があります。修学旅行では、横浜に行きま

した。ランドマークタワー、八景島シーパラダイス、

中華街に行きました。中華街では美味しいものをた

くさん食べました。いろいろ楽しい修学旅行でした。 

情報の授業では「スクラッチ」というソフトを使い

「T2インベーダー」というゲームを制作しました。

最後の文化祭では、高等部２年生の時から始めた「ワ

インディングレーサーズ」という動画を完結させる

ことができました。良い作品が出来て嬉しかったで

す。最後に、僕を支えてくださった家族、先生方、

生徒のみんな、今までありがとうございました。こ

れからも是非、応援をよろしくお願いします。  
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阪大病院分教室 
大阪精神医療センター分教室 

（ 中 宮 ） 
 

◆持久走◆ 

冬の澄んだ冷たいグラウンドを、白い息を置き去

りに、子どもたちと先生がもくもくと走ります。走

り終わった子はウォーキングで息を整えながら、ま

だ走っている友だちに「がんばれー！」と声援を送

っています。分教室の玄関近くには、持久走のタイ

ムが貼りだしてあります。順位も気になるけれど、

自分のタイムを少しでも縮めることが大切です。

「1 秒だけやけど速くなったよ！」嬉しそうに教え

てくれる子もいます。 

「走れメロス」。中学生は走りながらメロスの気

持ちを感じ取っているかもしれません。歩いちゃっ

たり、止まっちゃったりすることはもちろんあるけ

れど、最後までがんばろう！メロスもきっと応援し

ているね！ 

 

◆◆卒業に向けて◆◆ 

卒業生は、話し合いの中から「卒業制作はみんな

が一緒に遊べるものを作りたい！」とアイデアを出

しました。先生と相談し、オリジナルスティッキー

ゲームとオリジナルドミノを作ることになりまし

た。どれくらいの大きさのものを何個つくるのか、

そのために材料の木はどれくらいの大きさのもの

が必要か、タブレット端末を使って調べたり、計算

したりして考えました。また、オリジナルドミノに

は九九や漢字などを書き込んだらおもしろいか

も！と、アイデアはどんどん膨らんでいます。何か

を作るって楽しいね！小学 1 年生から、中学 3 年

生までみんなで遊べる素敵なものができるといい

ね！ 

 

◆◆◆クラブ活動スタート◆◆◆ 

 小学５，６年生、中学生を対象に、今年度 2 学

期からクラブ活動が始まりました。学期ごとに活動

を変え、2学期はサッカー部と音楽部が開かれまし

た。サッカー部は青空広場を駆け抜けてボールを追

いかけ、音楽部はウルフルズの「バンザイ」を課題

曲に、ギター、ベース、キーボード、ドラム、パー

カッションの合奏を楽しみました。 

 3 学期は活動分野を広げ、陸上部、歴史研究部、

スーパーサイエンス部、パソコン部、シンガーソン

グライター部が開かれています。担当教員の趣向を

凝らした紹介のおかげ（？）で、締め切りギリギリ

まで迷って入部届を提出する子どももいました。各

部は活動内容に合わせ、自らが研究テーマを考えた

り詞を作ったりするなど、子どもたちの主体性を大

切に活動しています。 

 

 
 お正月が過ぎ、新学期が始まって間もない１４日

に、「お正月遊び」を行いました。 

 初めは、「書き初め」

です。墨に絵具を混ぜ、

「春」や「夢」などを

書きました。新春にふ

さわしい色合いの素晴

らしい作品ができまし

た。 

次は、「凧作り」です。

やわらかいシートで作った小さな凧に好きなイラ

ストを描き、丸めた新聞紙の棒を糸でつないで作り

ました。棒を大きく振ると天井近くまで高く舞い上

がりました。教室の中での凧揚げでしたが、みんな

で楽しむことができました。 

最後は、「けん玉」と「コマ回し」です。けん玉

では、なかなか玉が皿に乗らない様子で、みんな苦

戦していました。しかし、諦めずに何度も挑戦し、

玉を乗せることができ満足気な笑みを浮かべる子

どももいました。コマ回しでは、どちらが長い間コ

マを回せるか、子どもと教員でくらべっこしていま

した。上手に回せて喜ぶ人や、もう少しで回せると

ころまでうまくなった人など、それぞれに挑戦して

いました。とても盛り上がったお正月遊びとなりま

した。 

 

 

 

 

1 月 23 日(木)～1 月 29 日(水)に、病棟６階小

児病棟デイルームで作品展を行いました。 

図工や美術、生活、書写の授業で制作した作品を

展示しました。保護者の方々や病院のスタッフの方、

分教室に入っていないお友だちなどたくさんの方

に鑑賞していただきました。展示された自分の作品

を見ながらとても嬉しそうにおうちの人やお友だ

ちに話をする子どももいました。 
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関西医大総合医療センター分教室 

（ 滝 井 ） 
 

関西医大附属病院分教室 

（ 枚 方 ） 
 

〇ボッチャの講習会 

パラリ

ンピッ

クの正

式種目

でもあ

る、「ボ

ッ チ

ャ」を

体験し

ました。

人材バ

ンクに登録いただいている体育大学の学生さんに

講師をお願いし、競技のルールやゲームの進め方、

簡単な戦術なども教わりました。その後、２チーム

に分かれて教室でボッチャ大会を行いました。ルー

ルは簡単ですが相手に勝つには技術に加えて戦術

が必要で、それぞれのチームの一投一投で戦局が大

きく左右します。子どもたちも最初はボールを正確

に投げる事で精一杯だったのが、次第に作戦を考え

ながらボールを投げるようになり、一投ごとの一喜

一憂が感じられる盛り上がった内容になりました。 

〇北海道大学、大阪大学との交流授業 

（キルギスの国旗↓） 

関 西

医科大

学総合

医療セ

ンター

分教室

と北海

道大学、

大阪大

学それ

ぞれの分教室とをネットで結んで、キルギスから来

られた留学生の話を聞くことができました。日本で

はあまり馴染みのない中央アジアのキルギスです

が、日本人と顔つきが似ている等、日本との類似点、

逆に相違点などをパワーポイントを使って分かり

やすく説明してくださいました。キルギスの町や

人々の様子、人気の食べ物や、その作り方、学校で

の様子などを見聞きすることができました。例えば、

キルギスの夏休みは長く３か月もあることや、長い

休みの後の始業式が楽しくなるように風船のセレ

モニーやダンスなど生徒や先生が工夫を凝らして

いること、始業式の日には生徒が先生に花を持って

いく風習があったりなど、とても興味深い内容が盛

りだくさんでした。           

 

 

 

 

１２月１８日(水)は病棟のクリスマス会でした。

分教室からは、「パプリカ」のダンスとベートーベ

ン「歓びの歌」の合奏をビデオにして発表しました。

「パプリカ」は、耳になじんだテンポの良い曲とい

うことで楽しそうに踊っていました。「歓びの歌」

では、すぐに楽器での演奏を覚えて、きれいな音楽

を聴かせてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月の掲示板は、書初めを行いました。自分が書

いてみたいと思う言葉を決め、心を込めて書くこと

ができました。１月らしい華やかな掲示板が完成し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２0 日（月）に、枚方警察署・少年課の警

部補に来ていただき、SNS との関わり方につい

て話をしていただきました。ゲームアプリケーシ

ョン課金の仕組みや、生活の中でのゲーム時間と

のめり込み、アプリケーション内で友だちになっ

ても実際に会うのは危険であることなどを、分か

りやすく教えていただきました。 

 

 

 

 

 


